
「表面粗さの違いがStreptococcus mutansの
バイオフィルム形成量へ及ぼす影響」

　本研究結果は基礎研究によるものであることをあらかじめお断りさせていただく．

　補綴物の表面粗さは着色や細菌付着/プラーク形成に影響を及ぼす．そのため，補綴物の製作時の表面仕上げは

重要な工程となる．レジン材料は，ほかの材料と比べると口腔内へ適用後に歯ブラシや経年劣化によって表面が粗

造化しやすいといわれている．そのため，補綴物の表面を滑沢化させ，摩耗しづらい材料の開発が求められてい

る．本レポートでは，レジン材料の表面粗さの違い，ならびに表面滑沢硬化材による滑沢化が，代表的な虫歯菌で

あるStreptococcus mutans（S. mutans）の付着性に及ぼす影響を，バイオフィルム形成装置を用いて評価したので

紹介する．

　試験には，歯冠用硬質レジン「ルナウィング」と歯科表面滑沢硬化材

「Nu:leコート」を用いた．「ルナウィング」を直径12ｍｍ，厚さ1mmの

ディスク状に成形後，耐水研磨紙P1000，2000で研磨した．鏡面研磨はダイ

ヤモンドペーストで行った．さらにP1000で研磨後「Nu:leコート」を塗布

し，光重合したものを作製した．作製したペレットを試験片とし，表面粗

さと細菌試験に供した．一般的なバイオフィルム形成量の評価は静置条件

で実施される．しかしながら，臨床では飲食や唾液の循環の影響をうけな

がらバイオフィルムが形成される．そのため，バイオフィルム形成装置

（CDC Biofilm Reactor，BioSurface Technologies）を使用することで溶液

を循環しながら口腔内により近い条件で補綴物上に形成されるバイオフィ

ルム量を評価することとした．

　本研究で使用したバイオフィルム形成装置では，静置条件で初期付着

（4h）を行い，流速1.5 mL/minで20時間BHI培地を流し，試験片にバイオ

フィルムを形成させた．形成されたバイオフィルムをクリスタルバイオ

レット溶液で染色した後，33％酢酸溶液で抽出し，570 nmにお

ける吸光度をバイオフィルム形成量の指標とした．統計処理は

ANOVAを用い，有意水準は5%とした．
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■図2　Nu:leコート■

■図1　ルナウィング■

■図3　バイオフィルム形成装置■



　各試験片の表面粗さを測定したところ，研磨紙の番手が大きくなるに従い滑沢化し，鏡面研磨が最小値であっ

た．「Nu:leコート」塗布の表面粗さは鏡面研磨と同等であった（図4）．各試験片上のバイオフィルム形成量は，

P1000>P2000>鏡面研磨>「Nu:leコート」塗布の順であった（図5）．

　表面粗さとバイオフィルム形成量の相関を図6に

示した．細菌の付着には，材料表面の親水性や細

菌に影響を及ぼしうる成分の有無などさまざまな

要因が関与するが，表面粗さも大きな要因の一つ

である．表面粗さが0.2 µm以上でプラーク付着が

増加するとの報告があるが 1），本研究におけるバ

イオフィルム形成量の変化も同様の傾向を示し

た．この結果は，「Nu:leコート」の塗布による滑

沢化が，鏡面研磨と並んでS.mutansの付着，バイ

オフィルム形成の減少に大きく寄与しうることを

示唆している．

　本研究ではバイオフィルム形成装置を用いてS. mutansのバイオフィルム形成量を評価したが，口腔内にはS. 

mutans以外にもさまざまな細菌が存在し，バイオフィルムの形成・成熟には細菌間の情報伝達など多くの要因が

関与する2）．そのため，多種多様な細菌との共培養下での評価など，より臨床に即した検証が必要であると思わ

れる．
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■図4　表面粗さ■ ■図5　バイオフィルム形成量■

■図6　表面粗さとバイオフィルム形成量の相関■
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